
“ひまわりっこクラブ”は、あおぞら園、きらきらのきょうだい児支援です。「だれかのきょうだい」ではなく、一人ひと

り大切な存在であることや自分の仲間がいることを感じてもらえるような日に…と思い、年4回開催をしています。

7月25日（土）に今年度1回目の“ひまわりっこクラブ”を行ないました。今回は、卒園児、在園児のきょうだい児、

計10名の方に参加して頂きました。初めは、緊張している様子がありました

が、ゲームをしたり、話す中で緊張がほぐれていき、自分の気持ちを伝えたり

する様子が見られました。ごきょうだい同士でお話される場面も多く見られ、

「また会おう」と伝えあったりする様子もあり、嬉しく感じました。あおぞら園、

きらきらとして、これからもきょうだい児の輪を作ったり、自分自身の存在が

大切だと感じられるような機会を大切にしていきたいと思います。

次回は、8月21日（金）に在園児のきょうだい児向けにひまわりっこクラブ

を行なう予定です。きょうだい児の方にとって、楽しく充実した日になるように

内容を企画していきたいと思います。 （山下）
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東川園長 挨拶 ～ 暑い夏も、毎日の積み重ねを大切に ～

今年度第１回目の保護者懇談会・親子療育を7月１日（水）・２日（木）・３日（金）にクラスごとに実施しました。

【午前：保護者懇談会】

保護者懇談会では日頃の療育の様子をビデオで撮り、保護者の方に見ていただいています。クラス担任も同

席し、活動のねらいや様子、今後の取り組みなどの説明も行なっています。日頃の様子については、保護者の方

に連絡帳やお電話にてお伝えしたり、見学していただいたりしていますが、お子様たちの表情や活動を見ていた

だく機会としています。

後半には保護者の方と園長、主任で懇談会を行なっています。園への要望やご意見等をお聞きしたり、地域

の中でのお困り事や要望などもお聞きしています。今回の懇談会では地域の中でもっと気軽に遊びに行ける場

や安心してのびのび過ごせる場がほしいというご意見をいただきました。

あおぞら園として、施設内での療育だけではなく、情報収集や情報提供、他機関との連携にもっと取り組んで

いき、ご家族が地域の中でも安心して過ごせるよう取り組んでいきたいと思います。 （主任・泉川）

【午後：親子療育】

らっこ組は7月3日（金）に親子療育を行いました。今年度初めての親子療育では、遊戯室でサーキット遊び

に取り組みました。保護者の方にご参加いただく行事ということもあり、普段とは異なる環境や雰囲気の中でし

たが、お子様たちは元気いっぱいに体を動かし、さまざまな遊具に意欲的に挑戦する姿が見られました。

また、保護者の方と園での様子やご家庭での様子について情報を共有

する機会となりました。園で好きな玩具や絵本、指導員との関わりの中で

見られる言葉やジェスチャーなどをお伝えするとともに、ご家庭での様子に

ついてもお聞きすることができ、大変貴重な時間となりました。

今回、園とご家庭それぞれでのお子様の様子を共有することで、新たな

支援の視点や、ご家庭と連携して取り組める関わり方を見つけることがで

きました。今後も保護者の方と情報を共有しながら、お子様一人ひとりが

あおぞら園に毎日楽しく通えるよう、安心できる環境づくりや遊び、関わり

方を日々の療育に取り入れていきたいと思います。 （井坂）

7月22日（水）に各クラスですいかわりを行ないました。事前にすいかの柄のボールを使って本番に見立てた練

習を繰り返し行いました。

   すいかわり本番では、１玉の大きなすいかが出てきた時にはお子様たちは少し驚いた様子でしたが、触れること

ができ、「キャー」と喜んだり、「冷たいね」と指導員に教えてくれる様子もあり、興味津々でした。

   実際にすいかを割る際には、順番にお子様一人ひとりが一生懸命すいかに

向かって棒を振り、見事お子様たちの力ですいかを割ることができました。割れ

た後のすいかも興味深そうに見つめる姿が見られました。その後、カットしたす

いかを提供すると、普段の給食では触ることが難しかったお子様も触れてみた

り、果汁をなめたり、注目したりする様子があり、大きな変化が見られました。

   事前に導入を行なったことによってお子様たちは慣れた様子で楽しむことが

できていました。今後も季節ならではの食材を活かしながら、食育などを通して

食への関心を深める機会を作っていきたいと思います。 （田中）

厳しい暑さが続く季節となりました。夏は、気温の高さや寝苦しさ、食欲の変化などにより、子どもたちの体調や

気持ちがいつも以上に揺れやすい時期です。特に発達に特性のある子どもたちは、暑さや汗、衣服の不快感、活動

の切り替わりなどを強く感じることがあり、それが不安やこだわり、気持ちの崩れとして表れることもあります。園で

は、そうした姿を「困った行動」として見るのではなく、子どもからの大切なサインとして受け止めるようにしています。

毎日の通園の中では、水遊びや感触遊び、室内での運動遊び、好きな遊びを通した先生や友だちとのかかわり

を大切にしています。こうした遊びは、楽しい経験であると同時に、感覚を整えたり、自分の体を知ったり、人とかか

わる力を育てたりする大切な活動です。また、同じ生活の流れを繰り返すことで、子どもたちは「次に何をするのか」

を少しずつ見通せるようになり、安心して過ごす力につながっていきます。

大きな変化だけでなく、少し友だちの近くにいられたこと、苦手な活動を見ていられたこと、先生と一緒なら取り

組めたことなど、小さな経験の積み重ねが、子どもたちの育ちを支えています。ご家庭とも様子を共有しながら、一

人ひとりのペースを大切に、暑い夏を安心して乗り越えていきたいと思います。

   今月もどうぞよろしくお願いいたします。

きらきら：七夕行事 ～ お子様自身が関心を持って参加できるように ～

あおぞら園：すいかわり ～ 食への関心を深める機会に ～

ひまわりっこクラブを開催しました ～ 一人ひとりが大切な存在 ～

きらきらの七夕の行事では、丸や三角、四角などの形のある台紙に自由にお絵描きやシール貼りをしたり、星型

の笹飾りの製作を行いました。保護者の方の願い事を書いた短冊とお子様の作品と一緒に笹に飾り付けをしまし

た。笹を提供すると、興味津々な様子で近付いて笹を触ってみたり、初めて見る笹に驚く様子のお子様もいました。

日頃の生活の中で、七夕の行事に関心を持ったり、触れる機会は少ないと思

                                               いますが、きらきらでの経験を通して、七夕の時にはどのようなことをするのかを

                                               知ることができます。日本の伝統的な文化を知ったり、年間の行事をそれぞれ経

験することで一年の流れを知ることにも繋がってきます。

今後の行事も、お子様自身が関心を持って参加することができるように工夫

しながら療育を進めていきます。 （藤原）

あおぞら園：保護者懇談会・親子療育を実施しました
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